
 

 

 

今後の時代の変化の中で、将来を見据えた企業庁の果たすべき姿を研究・検討し、明日の企業庁

づくりとしてつなげるため、平成２４年６月、庁内に検討プロジェクトを設置し、テーマ毎のＷＧ

にて検討を行いました。１２月に各ＷＧが検討結果をまとめ、庁内で提案発表しました。 

 

１ 「明日の夢づくり」のテーマ 

（１）水道・工業用水道事業の明日の管理運営体制づくり 

今後の管理運営体制について検討を行うとともに、国内の水道事業体の取り組みや水道事業の

海外貢献について先進的な自治体の状況を調査、検討しました。 

 【提案概要】 

  ・官官連携、官民連携の具体的なケースについて検討し、課題について整理 

  ・国際協力におけるＪＩＣＡ等との連携の必要性について整理等 

  

（２）再生エネルギーを活用したスマート企業庁づくり 

「再生可能エネルギー固定価格買取制度」について調査し、今後の企業庁の事業運営のなかで、

再生エネルギーを活用した事業計画の実現可能性について検討しました。 

【提案概要】 

  ・企業庁既存設備への太陽光・小水力発電設備の設置 

  ・電気自動車（ＥＶ）と太陽光発電を組み合わせたシステムの研究等 

 

（３）工業用水道事業の新たな整理と展開 

  現状の施設更新率、施設稼働率を踏まえ、今後の施設更新計画について、ダウンサイジングも

検討しました。 

 【提案概要】 

  ・ダウンサイジングを入れた新たな施設改修計画の提案 

  ・施設の有効利用、地域貢献等の提案 

 

（４）明日の企業庁の人づくりの方向 

  ３つのＷＧの検討状況、県の「三重県職員人づくり基本方針」も踏まえ、今後、企業庁に必要

な人材育成策について検討しました。 

 【提案概要】 

  ・「技術継承」→ＯＪＴ支援、「次世代技術職員の育成」→交流拡大 

  ・「災害時における強化」→東日本大震災支援経験の活用 

  ・危機管理向上に向けた取り組み等 

 

２ 今後の対応 

・実現可能な内容から事業推進に着手していきます。 

・将来的に有意義な検討項目については、更に検討を深化させ、可能なものから事業に着手して

いきます。 

企業庁「明日の夢づくり」プロジェクトの取組 


